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M.Javaに よる シ ソー ラス ブ ラ ウザ ー の試 作














シ ソー ラスが書誌 デ0タ ベー スに利用 され てか ら約30年 が経 過 して いる。 最近 では、 自然
言語 処理研 究お よびその応用 ソフ トウエ ア に も利用 され 、そ の応 用範囲 が拡 大 しつつ ある。
現在 、多 くの辞 書がCD・ROM化 され 、そ のGUIソ フ トによって広 く利 用 され てい るのに対 し、
検 索 ツール と しての シ ソー ラス は、未 だに冊子 体で の利用 が主 であ り、一般 利用者 には有効
に活用 され てい ない。 シ ソー ラス の グラ フ ィカル表 示 につ い ての研 究 は 、1960年 代 のL.B.
Doyleの"semanticroadmap"の 研 究[1]に 潮 る ことが でき るが、汎用性 の高い シ ソー ラスブ ラ
ウザーの普及 には至 っていない。
本研究室 で は、 この よ うな状 況 を改善す るた めにシ ソー ラスお よび 階層構 造 を もつ用語 デ
ー タに対す る多 面的な ア クセ スを可能 と し
、特 定 のシ ソー ラスに限定 され ない汎用性 の高い
Browserと そ の応 用 ソフ トウエ ア の 開発 を行 って きた[2】[3]。 開発 最 初 期 の ブ ラ ウザ0は
UNIXで 標 準的 に使 用 され てい るXtoolkitを 用い て試 作 を行 った[2]。1997年 度 か ら、Javaで
再 記述 を行 い 、年 々機 能 強化 を行 ってきた。本 稿 では、 当ブ ラウザー の最新バ ー ジ ョンの機
能 、利 用実例 、検討課題 につ いて報告す る。
2.Browserの 機 能
用語 間 に階層構 造 を有す るデ ー タを多角 的に 、言 い換 えれ ばそ の構 造か らア クセ スす るた
めのブ ラ ウザー は、下記 に挙 げ る機 能 を有す る こ とが必 要 と され る。
(1)見 出 し語 の迅速 かつ簡 便 な検 索 ・表示 。
(2)特 定 され た見出 し語 の上位語 一下位語 の グ ラフ ィカル表 示。
(3)特 定 され た見 出 し語 の関連 語の表示。
(4)履 歴表 示
(5)複 数 シ ソー ラスの同時使用
(6)マ ウス操作主体
1本報告 は下記 の発 表内容お よびそ の後 の発展 も含 めて書 き直 した もので ある
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本 シ ス テ ム は 、 開 発 当初 はJava(JDK1.0)お よび そ のGUIコ ン ポ ー ネ ン トで あ る
AWT(AbstractWindowingToolkit)を 用 いて構築 した。Javaのversionが 上が る毎 に対応す
るよ うに部分的 に書 き換 えて きた。 現行 ブ ラ ウザ0はJDK1.2に 対応 してお り、以 下 に示す
本 ブ ラウザー の コンポーネ ン トは 、SWINGを 用 いて実装 した。JDK1.2で は、それ 以前の
GUIコ ンポ0ネ ン トであ るAWTか らSWINGに 変更 され、これ によ りGUIコ ンポー ネ ン ト
の操作性 、設計 の 自由度が大幅 に向上 した。現行 の本 ブ ラウザ ーでは下記 の14のSWINGコ















本 ブ ラ ウザー の動作の検証 のた めの シ ソ0ラ ス と して下記 の2種 類 を用い た。
(1)1987年 度版INSPECシ ソー ラス 用語数:約9000語(デ ィスク リプ タ:約5500語)
(2)1987年 度版JICSTシ ソ0ラ ス 用語数:約50000語(デ ィス ク リプ タ:約40000語)
3.1Browserの 構 成 とそ の 機 能
本 ブ ラ ウザ ー は 、4っ のwindowコ ン ポ ー ネ ン トか ら構 成 され る。
(1)メ イ ンwindow




ブ ラ ウザーの起動 時に表示 され るwindowで 、 シ ソー ラスの選 択お よび 、履歴 フ ァイル の
指定 に よる過 去の使 用用語の履歴表 示の ために用 い られ る。 図1に メイ ンwindowを 示 す。
「シ ソー ラス」 ボタ ンを押す ことに よ り登録 され てい るシ ソ0ラ スを選択 す る。
(2)用 語 リス トwindow
見出 し語 を表示す るためのwindowで 、JICSTシ ソー ラス を用 いた実例 を図1に 示す。利
用者 が(1)でJICSTシ ソー ラスを選 択す る と、用語木windowは 空 白状態 で表 示 され る。 次
に、利 用者 が探 したい用語の先頭 文字 を含 む行(「0・9」 ～ 「わ」)の ボタ ンをマ ウス ク リック
す る と、 当該行 の 文 字(濁 音 な どを含 む)の ポ ップ ア ップ メ ニ ュー を表示 す る(こ の例 で は 、
「か」行)。 利 用者 が先頭 文字の ボ タンを押す と、頭文 字 か ら始 ま る見出 し語 が表示 され る。
図2は この状態 を示 して いるが、ポ ップア ップ メニ ュ0は 見出 し語 が表示 され る と瞬時 に消
える。 右 上のrUP」rDOWN」 ボ タンは、右 側 のス クロ0ル と同等 の機 能 を有 し、rNEXT」
ボタ ンは 、以前 に指定 され た用語 を迅速 に表示 させ るため のボ タンで ある。
対 象用語 の総数 が数万語以 上 になる と、 当該 用語 を見 つ けるた めのス クロール が必要 と さ
れ 、これ が利 用者 に多大な手 間 と時間 を課す るこ とが最初 のbrowserの 試作 時に判明 した。ポ
ップア ップメニ ューの導入 に よ り、見 つ けたい用語 の範 囲が限 定 され るため この負 担 が軽 減
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され よ うに な っ た。
用 語 リス トwindowに 表 示 され る用 語 を指 定 し、 上 の 「表 示 」 ボ タ ン を押 す か 、 ま た は右 ク
リ ッ クの ポ ップ ア ップ メニ ュ ー に よ り、 「NT-BT」、 「RT」 ボ タ ン が 現 れ る(図1で は 「感 覚 」 を
指 定)。rNT-BT」 ボ タ ンが 押 され る と、 用語 木windowが 表 示 され る。 図3aに こ の 例 を示 す 。
ファイル シソーラス 義示 ウインドウ 畿示 纏集













図1メ イ ンwindow 図2用 語 リス トwindow
(3)用 語木window
用語木windowは 、(a)階 層表 示、(b)二 次元 カー ソル(左 上 のボ ックス)、(c)構 成用語 リス
ト、(d)用 語 木情報 、の4っ のコンポーネ ン トか ら構成 され てい る。従来 は、(a)だ けであった。
シ ソー ラスを構 成す る木の 大 き さ(用 語数)、 木の 高 さは様 々 であ り、通 常のデ ィスプ レイ
の解 像度(1024×768～1600×1200)の 範囲 を超 え る よ うな木 も数 多 く存在 す る。用語木 を構 成
す る個 々の用語 を閲覧 す るため には、縦 横 のス ク ロールバー によ る操作 が必 須 となるが、木
が大 きい(100語 以 上)と な る と、この操 作は利用者 に多大 な負 荷 を課す 。(b)お よび(c)は この
操作 を軽減 す るために導入 した コンポーネ ン トであ る。
二次 元カー ソル は、Xtoolkitに も含 まれ る コンポ ーネ ン トで あ り、 白枠 が階層表示 コンポ
ーネ ン トの描画 面積 を示 し
、黒い 四角 は、デ ィスプ レイ 上で実際 に表示 されて いる部 分 を示
してい る。 この黒 い四角 をマ ウスで動 かす こ とによ り、用 語木 の任意 の場所 を表示 す るこ と
が でき る。 また、左 に位置す る用語windowの 用語 を ク リックす る と、階層 表示 コンポーネ ン
トはそ の用語 がY軸 上 で 中央 に くるよ うに、用語 の表示色 を赤 に変更す る よ うに再描画 し、同
時 に二 次元 カー ソル も対応す る位 置 に移動 させ る。 図3bは 図3aで 、マ ウスを先頭 の 「感覚 」
か ら 「温覚 」に移動 したに移動 した ときの状態 を示 して い る。 「温覚」が赤 に変 わ り、二次元
カー ソルの位置 が3aと は異 な った位 置に ある こ とが わか る。
この2つ の コンポー ネ ン トの導入 に よ り、縦横 の ス ク ロール バー は不必 要 とな り、ま た100
語以 上か らな る大 きな用語 木 につ いて も、 自在 にそ の構 成用語 お よびその上位語 一下位語 を
知 る ことが 可能 とな る。
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上位 一下位 語、お よび関連語 の表 示は、用語 が示 され る どのwindowか らで も表示 で きる。
これは 、階層構 造 コンポーネ ン トに表示 され ている用語 ノー ドか らで も可能で ある。例 えば
図2に お いて 、「聴覚」、 「視覚 」の ノー ドでマ ウスの右 ク リックを行 えば、ポ ップア ップwindow











本年 度の新たに開発 した機 能の1つ に用語 木windowで の縦型表示機能 がある。木構造 の
横型/縦 型表示 の切 り替 えは、ツール バー上 の 「表示 ボタ ン」か ら縦型表示 を選択す る こと
によ り表示 され る。 図4は 、図3aの 状態 で この操作 を行 い表示 され た画面 である。
x
ウィンドリ ズーム 轟示
























図4用 語 木windowの 縦型表 示の例
(2)木 構造 のズー ム(拡 大 ・縮小表 示)機 能
シ ソー ラスには非 常 に 多 くの ノー ド(用語)か ら構 成 され る用語 木 が あ り、SXGA(1280×
1024pixels)やUXGA(1600×1200pixels)程 度 の標 準的 なデ ィスプ レイ解像 度で は、用語
windowを 画面 全体 に拡 大 して も用語 木全体 を表示 す る こ とがで きない こ とがあ る
。 この 問
題 を改善す るために、用語windowに お いて、マ ウス ・イベ ン トに よ り文字 フォ ン トサイ ズ
を動 的 に変 更す る ことによ り、用語 木 に対す る拡大 、縮小機 能 を実現 した。 この機 能 は、 ツ
ールバ ー上 の 「ズー ム」 ボ タンを押 し
、拡 大/縮 小 を選択 す るこ とによ り実現 され る。
図5は 、図3aで 縮小 を選択 して表示 され た画面 を示 している。 図6は 、 図5で 、拡 大 を3
回続 けて行 った画 面 を示 してい る。

























図6ズ ー ム機能 一拡大
上述の木構造の縦型/横 型選択表示お よびズーム機能は、用語木windowが 表示 されている
状態で、 どの時点でも自由に組み合わせて使用す ることができる。
本 ブ ラ ウザーは 、ブ ラウザー が稼動す るPC(windows95/98/NT),WS(UNIX)の メモ リ0の 容量
が許 す限 り、1つ の シ ソー ラスに対 して複 数のwindowを 表 示す るこ とが 可能で あ り、さらに同
時 に(1っ の ブ ラウザー で)複 数 の シ ソー ラス を利 用す るこ とがで きる。図7は 、INSPEC、JICST
の両シ ソー ラス を同 時に利 用 してい る例 を示 してい る。
複数 の シ ソー ラス の用語 、木構 造 の比 較 な どの 目的 に対 して は、本 ブ ラ ウザ ーは極 めて有
効 なツール とな る。
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図7複 数シ ソー ラスの利用例
4.用 語オ ブジエク トのデ0タ 構造
4.1シ ソーラスオ ブジェク トのデー タ構造
Java1.2/Swingコ ンポ._..ネン トの導入 は、本ブ ラ ウザー においてル ックア ン ドフィール の
向上だけに とどま らず 、シ ソ0ラ スオブ ジェク トのデー タ構 造の変更を もた らした。
本 ブ ラウザーでは、 シソー ラスに含 まれ る用語 オブ ジェ ク トの格納 に リス トコンポー ネ ン
トを用 いている。Java1.1.Xで は、リス トコンポーネ ン トは文字列だ け しか扱 えなかったが、
Swingで はオブジ ェク トその ものが扱 えるよ うになった。従来 は、用語か らその用語 の下位
語 な どの情報 を保 持 してい るイ ンスタンスを得 るた めに、デー タ構 造 としてハ ッシュ表 を用
いていた。 上述 の リス トコンポーネン トの拡 張 によ り、現行 ブ ラウザー リス トコンポーネ ン
トに下位語 な どのデー タを格納す ることで、ハ ッシュ表 が不要 となった。
4.2シ ソー ラスオ ブジェク トのデ0タ 構造
従来の方式ではシソ0ラ スファイルの読込み時 に全ての用語 に対 して座標計算用 のクラスのイ
ンスタンスを生成 していた。 この方式 では、利用者 が表示 しない用語 についてはそのた めの
メモ リーの消費が無駄になっていた。この間題 を改善す るため、現行方式では、読込み時には
木構造 の生成を行 わず、用語木windowの 起動 によ り座標 計算 用のク ラスのイ ンス タンスを生
成す るよ うな機 構に変更 した。
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(1),(2)の デー タ構 造 の変 更 によ りメモ リー使用 量が大幅 に軽減 され 、 さらにブ ラ ウザー の起
動時 間が短縮 され た。 また 、Java1.2/Swingに 対応 させた結果 、 ソー ス コ0ド も減 少 した。

























5.検 討項 目と今後 の課題
(1)シ ソー ラスデー タの記憶容 量
表1か ら、 メモ リ0使 用量/起 動時 間は、相対 的に は大幅 に改 善 され たが、起動 時間 は長
く、主記 憶容量 も多 く、ア プ リケー シ ョン ソフ トウエ ア と しては実用 に は達 し得 ない。起動
時に読み 込む シ ソー ラス を変 更 し、主記憶容 量 を測定 した結果 を表2に 示 す。
表2シ ソー ラスデー タの容量
起 動時 の主 ファイル レコー ド数
記憶 容量(MB)容 量(MB)













この表 か ら、 シ ソ0ラ ス ・オブ ジェ ク トの主記 憶容量 は、INSPEC、JICSTで それぞれ
5MB、33MBで あ るこ とがわか る。表2か ら、主記憶 、デ ィス クの1レ コ0ド 当た りの容量
を算 出 した結果 を表3に 示す。

















表3か ら、デ ィス ク上 のフ ァイル と主記憶 での容量 が2つ の シ ソー ラス ともに一語 当た り
約10倍 に増加 してい る ことが わか る。本 ブ ラ ウザー では、シ ソ0ラ ス読み 込み時 に、用語 毎
にインス タンス を生成 してお り、JICSTシ ソー ラスで は、約45000個 のイ ンス タンスが生成
され る。
Javaで は、あ るオ ブジ ェク トのイ ンスタ ンス につい て継 承機能 に よ り上位 の クラスのオ ブ
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ジ ェク トのメ ソッ ドを継承 す るた め、1つ のイ ンス タンスは様 々なメ ソッ ドに対 す る参 照情
報 を保持す る。 このた め 、メ ンバ ー変数 の値 の大 き さ以上 にイ ンス タンスは の大 き くな る。
今 後は、用 語 をオ ブ ジェ ク ト(インス タンス)と す るのでは な く、シ ソ._._ラス全体 を1つ のオ ブ
ジ ェク トとす るこ とに よ り記 憶容量 は大幅 に削減 で きる と考 え られ る。
(2)今 後 の開発 課題
シ ソー ラス ・ブ ラ ウザー と して さらに もつ べ き機能 は以 下で あろ う。
(1)見 出 し語 を構成 す る単語(語 基)か らの参照
(2)用 語木windowで の構成 用語 の ソー ト(用語お よびその 高 さ)機 能
(3)デ ィス ク リプター/非 デ ィスク リプタの相互 参照。
さらに、下記 に挙 げ る編集機能 を追加 す る こ とを予 定 してい る。
(1)新 規用語 の登録 ・用語 木の生成(シ ソー ラス の新規 作成)
(2)既 存用語 群の変 更 一用語 木 の編集(シ ソー ラスの変更)
(a)ノ ー ドの変更 、削除 、(b)部 分木 の削 除、追加 、(c)部 分木 の合成
上記 の機 能 を満 た した時点 におい て、本 ブ ラ ウザー をfreewareと して登録 し、シ ソー ラス
の利用 を広 げ る ことを計 画 してい る。
6.お わ りに
近年 、辞 書 ・事典 デー タのGUI[4][5]、 ハ イパー テキス ト化[6][7]の 研 究 が行 われ てい る。
また 、人工知能 分野 では 、 これ らの研 究に並行 して、思考支 援 システ ム、 ドメイ ンオ ン トロ
ジ0支 援 ツール の研究 が行 われ てい る。 いずれ もそ の中心課題 は用 語一 概 念の表 現 、操 作 で
あ る。
本ブ ラ ウザー は、可 能性研 究 ではな く実用指 向お よび汎用性 を意 図 して開発 した ため、そ
の機 能 を シ ソー ラス 、分類 カテ ゴ リー な どの階 層構造 をもつ 用語デ ー タに限定 してい るが、
本 ブ ラ ウザー のポ ップア ップ メニュー に意 味 、訳語 な どの選択 項 目の追加 、 さらのオ ブ ジェ
ク トの属性 の拡張 を行 うこ とによ り、汎用 的 な辞 書GUIに 発 展 し、さらに推論機能 を付加す
る こ とによ り思考支援 システム に接 近す る もの と考 えて い る。
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